
■ 評価Ｃ・Ｄ事業の今後の具体的な対応について                                  【資料２】 
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担当課等 確認事項等 回答 

社会福祉協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組内容】 
市内社会福祉法人施設長などの地域座談会の開催 

【計画】 
①社会福祉法人事業所代表者会議の開催 
②社会福祉法人事業所等連絡会の設立 
③NPO 障害者地域生活支援事業施設等連絡協議会への支援 

【評価】 
 Ｃ 
【確認事項】 
①できなかった理由や背景として、どんなことが挙げられるか。 
②計画の実現に向け、できなかった理由や背景の克服など、今後、具

体的にどのようなことを行っていこうとしているのか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①横の連携の必要性が低いとの意見を持つ社

会福祉法人があり、設立が難しい状況であ

る。 
②八街市・佐倉市では既に設立しているので

改めて、状況や効果等を確認する。 
併せて、連絡会の設置ではなく、別の形での

実施も検討していく。 
社会福祉法人として一括りにすると、接点

が少ないため、話しあうことがあまりないの

で、まずは高齢者、障がい者など区分訳分け

した方が実施しやすい。 
他方で、高齢者福祉課で特養の施設長の集

まりを開催しているので、参加を検討してい

く。 

 

※「社会福祉法人事業所代表者会議」は法人

理事等代表者の方に集まってもらって「社会

福祉法人事業所等連絡会」の設立に向けて検

討してもらう予定であった。 
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社会福祉課 
（社協と連動） 

 

 

 

 

【取組内容】 
市内社会福祉法人施設長などとの地域座談会の開催 

【計画】 
  社会福祉協議会の地域福祉活動事業に対して補助金を交付するこ

とにより、社会福祉法人事業所等連絡協議会の活動を支援する。        

  また、社会福祉施設等に周知すべき情報を社会福祉法人等連絡協

議会を通じて伝達する。 
【評価】 
 Ｃ 
【確認事項】 
①開催に至っていない理由や背景として、どんなことが挙げられる

か。 
②開催に至らなかった理由や背景の克服など、今後、具体的にどのよ

うなことを行っていこうとしているか。 
③社協は設立に向けての予算（令和元年度は 105 千円）を計上してい

るが、具体的に事前準備とはどのようなことを行ったか。 
 

 

 

 

 

 

 

①横の連携の必要性が低いとの意見を持つ社

会福祉法人があり、設立が難しい状況である

との事であった。 
②協議会設立が難しい状況であれば、別の形

で社会福祉法人等の情報交換や地域ニーズの

把握などができる体制づくりを検討するよう

促す。 
③予算は未執行となる見込みである。 
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障がい福祉課 【取組内容】 
（再掲）避難行動要支援者の把握と見守り強化 
【計画】 
担当課と連携し、避難行動要支援者の把握と見守りに努める。 

【評価】 
 Ｃ 
【確認事項】 
①避難行動要支援者の把握が充分でない理由や背景として、どんなこ

とが挙げられるか。 
②計画の実現にむけ、できなかった理由や背景の克服など、今後、具

体的にどのようなことを行っていこうとしているか。 
③救急医療情報キット配付実績 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①避難行動要支援者対象者の把握（リスト化

はしていない）はできているが、避難行動要

支援者の更新作業は行えなかった。 
②対象者のリストを速やかに作成し、関係各

課と連携し、令和２年度に対象者に一斉通知

を行い、支援者名簿の作成を実施していく。 
③配付実績は２９個（Ｈ３０年度） 
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防災課 【取組内容】 
印西地区消防組合個人情報登録制度の普及、活用 

【計画】 
市民に対する印西地区消防組合個人情報登録制度の周知 

【評価】 
Ｃ 

【確認事項】 
①できなかった理由や背景として、どんなことが挙げられるか。 
②計画の実現にむけ、できなかった理由や背景の克服など、今後、具

体的にどのようなことを行っていこうとしているか。 

 

①印西地区消防組合と連携がうまく図れてい

なかった。 
②印西地区消防組合と連携を図り、市のホー

ムページや広報により周知を実施する。 
※（名称変更）個人情報登録制度→緊急時要

援護者登録制度 
印西地区消防組合のホームページでは制度周

知実施済 

 

 


